
ECAFEの海上物理探査専門家会議に出席して

去る7月5目から同月17目まで2週間ハンコックの

国際連合ECAFE本部におV･てECAFE海域の鉱物資

源(石油石炭を含め)開発を背景にした海上物理探査

専門家会議が開かれた.

会議の名前はMeetingof

TheExpertWorkingGr㎝ponJ6intGeophysica1

SurveyforMinera1ResourcesinAsianO甜shoreAreas

である.周本からは石油資源開発株式会社物理深査部

の畠山地課長と私が出席した.1

会議に参加したのは(写真参照)日本台湾フィ

リピンマレｰシアブルネイタイインドイラン

それにア,ドバイサｰとして､ドイツ(ク1コス氏)フラン

スオｰストラリア(スタック氏)国連ニュｰヨｰク

本部(ブラウン氏)等ECAFE当局からはインド(メ

ノン氏)中国(リｰ氏)ソ連フィリピンそれに

日本の沢閏秀穂氏讐計23名であった.かねてからこの

ような会議を開くことの必要性ほいわれてはv'たが具

体的には今年の2月ハンコックのECAFESecretariat

の方から要望が出され3月ウェリント1■で開かれた

ECAFE会議で了承され今回の集まりとたったもので

ある.議長にはインドのナライン(HariNarain)博

士カミ選出された.はじめの約束にしたがいわれわれ

今回の会議メンバｰはすべて専門家としての個人の資格

で出席したのであって各人の属しているそれぞれの政

府の代表者としては行動しなかった.したがって終

始肩のこらない自由な立場で討議することカミできたのは

幸いであった.

会議全般につv'て沢田氏から常に有益な協力をいた

だきおかげで大きなミスなしにわれわれの任務を果た
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すことができここに心より感謝の意を表したい.I

はじめの1週間は主として各国の過去の実績現状

保有能力将来計画等を説明しあとの1週間で今後ど

のように調査をすすめるべきかを討議し報告書の取り

まとめ等を行なすた.参考までに第1図にECAFE

地域の各関係国の地図を示しておいた.

各国が行なった説明の内容やそれぞれに対するその

後の取り扱い方の詳細については省略することとしこ

こにはそれ等の要点だけを以下にしるしてみよう.

まず日本につv'ては各種の方法を用いて現在活発に調

査研究を行なっている様子を述べた.一とくに海底重力

船上重力測定音波強力音波ガスエクスプロｰダｰ

による方法･反射屈折地震空中磁家'海上磁気海

底サンプリング海底試錐海底よりの熱流量測定等に

ついて地質調査所石油資源開発K･K.大学水路

部気象庁国土地理院科学博物館それに関係会社

等の活躍ぶりを紹介した.電気探査については現在は

まだ海で使う段階には至らないが地質調査所において

は計器解析の研究をすすめていることをつけ加えた.

なお科学技術庁の海洋科学審議会で海上物理探査の将

来計画を行なっていることや日米科学共同研究や

UMPでも海上物理探査を行なっているなど折入れて話

した.台湾では日本のG･S･の協力によりガスエク

スプロｰダｰで海底炭田の調査が飛躍的にすすんでいる

ことその結果からさらにこの方法カミ利用さるべきであ

るカミｰ方石油の可能性を含む台湾海峡においては屯こ

の方法のほかに従来陸上で行なわれてv'た重力結果等よ

りおして海上地震探査の必要性が強調されたのであるI
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第1図ECAFE地域の国々

タイポテル(日本代表団の積舎)�



一11一

次にフィリピンにおいて過去数年間もっぱ

ら石油の調査のために民間合杜による調査が行なわれて

きたこととその内容～随所に音波ガスエクスプロｰダ

ｰ地震空中磁気等が行われた～の説明カミなされ将来

全般的に空中磁気それに部分的に海上磁気探査が要望

された.またプｰイリピン西南のパラワン島とその東

のスル諸島との間の海域(スル海)やフィリピン･中部の

ビサヤン海においては地震探査が計画されている.

ブルネイ(ボノレネオ西北部)では1954年以来民

間合杜によって海上地震探査カミ行なわれその後試錐が

行なわれ石油開発に成功しているので今後も海上地震

と作井が数カ年継続されるであろう.

マレ国シアについてはまず石油を目的とする

ある部分の開発には同本の会社等の協力があったことが

はじめに述べられ次に民間合杜による空中磁気がはじ

まることなどの説明があったがマレｰシアが占めるぼ

う大な海域においては単に石油のみたらず錫鉱床が一つ

の大きな問題でたとえぱ磁鉄鉱々床と共に存在ナる

海域では空中磁気の実施が要望された.なおこの海

域では一般的な海底地形等の調査もまだじゅうぶんで校

いゆえそれももちろん必要であるがとも角ボルネオ

マライ半島を入れた広い海域の石油錫等を含む海上物

理探査が強く要望された.

さてECAFE地元のタイであるがこの国では

シャム湾(タイ湾)の石油開発は民間合杜の手から政府

に移された.タイではマラヤ半島の錫はもちろんであ

るがそのほかにイノレメナイトジノレ:コシモナサイト

等カミ砂の中にかくされているので海上磁気カミまた錫

を含む沖積層の調養に音波探査の適用がのぞまれた｡

先ンボジアと南ベトナムｰTこの地域

では未だ如何なる海上物理探査もなされてはいない.

しかし前回のECAFEの石油シンポジウムで指摘され

たようにメコン河下流のデルタ地域海底下の堆積盆地は

南支那海にのびている可能性がある.したがって全般

的な空中磁気それに伴って地震探査の行なわれること

が要望された.南支郡海一一未知の広大な海域である

ので基本的な海底地形測量と共に全般的な空中磁気

調査が要望された.

ところで次はビルマについてであるカミこの

国も海上物理探査は今まで行なわれていなかった.し

かし今年の秋アラカン沖の石油の可能性を含めての7400

平方マイルの海域かガスエクスプロｰダｰによる調査の

対象にたっている.さらに地震探査も要望されている.

南めデノレタ沖の調査やマレｰシアに接する部分の錫の開

発等には空中磁気調査が期待されている.

パ寺スタンでは西パキスタンのインダス河のデ

ルタ沖での地震探査が1963年に政府たらびに会社によっ

てはじめられまた東パキスタンでも1958年以来ガン

ジスプラマプトラのデ!レタ沖で地震探査が行なわれた.

まだ石油発見には成功してい狂いが今後の調査が望ま

れている.

ゼイ回ソｰ西北インドに面した部分には石油を

目的とした地震がまた東南部分ではモナザイト発見

の可能性があるので海底シンチロメｰタｰサｰベイな

どさらに鉱物資源を背景とした一般地質構造という面

から空中磁気が要望された.

次はインドであるがここでは1963年以来

ONGC(0ilandNatur且1GasCommission)カミカンベ

イ湾でS.I.E.磁気テｰプ地震計を設置した180トンの船

で(DeccaHifixを測量用に)調査を行泣っている.

このほかに1964年秋以来ソ連の協力で600トンの観測

船で上記カンベイ湾ほかインド南部セイロン側等の地

震探査を行なっている.これらは看油の開発に役立っ

ている.なお将来はアンダマンニコバル諸島で空

中磁気地震探査が要望されている.

おしまいにイランであるカボひと則こいってこ
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の国は瓦CA冊地域の中では実によく石油に対する海上

物探とくに反射のよい仕事をしている.すなわち過

去10年間海上地震と海底重力探査がペノレシャ湾のイラ

ン側の主として北西部でNIOC(Nat亘㎝a1IranianOi1

Coつとのjointco㎜paniesとで行なわれのちボｰリン

グによって石油の存在が確められ大きな成功を収めた.

最近の反射地震探査は1963年秋から5ヵ月半ペルシア湾

東南部で反射地震探査がMOCの監督下でWestem

GeophysicaユCo.により行なわれその費用は31の石

油会社を含む13のグルｰプに分担された.イランでは

海上物理探査が非常に役に立っているので今後もボｰ

リングに先行して継続される.

以上が各国の問題の要点である.これらの説明討

論を行なうことによって過去に実施されまたほ進行

中のあるいは計画中の海上物探と重複しないようにむ

しろそれらを側面から増補するキうにECAFEとしては

今回の会議で今後の方針の素案をたてることができたの

である.すなわちまず今後石油石炭錫鉄等

の重要資源を含む海域として南朝鮮台湾フィリピン

マレｰシァタイカンボジ'ア南ベトナムビノレマ

束パキスタンインドセイロン響の海域があげられ

各方法による有望調査範囲が算定された.(この計算

には調査も進んでいるし将来も調査することが見込ま

れるので日本とイランは除かれている)さらに当該

海域における鉱産の前途の見込みを全体として評価し

これらの調査研究を促進するために国連と当該地域内

外のより発達した国との経験と財政資金の助力により数

年の期間にかかる大規模な物探調査計画の必要性が強調

されそれを統合され連続した作業計剛こよって行たう

べきことカミ述べられた.今上に述べてきたことから

も明らか在ように会議がすすむにっれわかったことは

現在独力で海洋の物理探査が進められるのはECAFE地

域では日本だけであってしたがって当然のこと在がら

日本は他の諸国を助け協力するポジションにあること

があらためて報告書草稿に書き込まれた

ことが報告書に入れられた,そしてはじめに述べられ

たおもだった方法については経費もしらべられた.と

ころでこれら海上物探を今後能率よくすすめてゆくの

にはどうすればよいであろうか.それについて報告書

草稿に取り上げられたのは次のようたものである.

(a〕常に各国の海上物理探査に関する情報を交換しうるような

体制をつくる

(b専門家にECAFERegion調査について協力またはア

ドバイスさ昔る

(o)可能な場合には二国間の調査を助長させる

(d)さて(包)(b)(c)のようなことを考えても結局具体的に

ECAFERegi㎝の海上物理探査を促進させるためには常

に種々の問題を討議決定してゆくような場が必要でその

ために.たとえば常設委員会(Co･Ordi口atingComm

itt㏄)を設立することが必要であるこれによって大規

模な計画を能率的に促進することも可能となるであろう

これはECAFE地域の国々の政府代表者および専門家

より構成されるものであるほじめにもしるしたように

今回われわれは専門家として参加出席したのであっても

のごとを決定する立場には衣かったしたカミってその

意味からもこの⑥)項で述べた事跡らは今回の会議の提案の

最も大きなものと考えてよかろう

(e)一方調査に関しては各種物理探査器械を設置した長期計

画用の観測船を皿CAFEとして涛つべきであろうがこ

の問題については(d)項の常設委員会設立後にそれをゆだね

ることに柱るであろう

({)モデルフィｰルドとして南支那海の調査(鉱物資源を含む)

を行なうこと

(割ECAFE陸地および大陸棚における重力ほじめその辺の

地球物理的Compi1ationを行なうことさしずめ重力図

からはじめることとしてこれはインド国立地球物理研究

所と日本の地質調査所が受持つことがのぞましい

(h)今少し瓦CAFE地域の海上地震探査カミすすんだところで

PlaybackCenterを持つことが必要である

(i)技術者の不足が近き将来ますます痛切なものと怒ることが

予想されるので施iningの機関カ必要であるフィｰ

リピンにおける応用地質研究所を拡充することによって

この問題を解決したい

以上が会議の様子および報告書草文のあらましであ

ってこの中のあるものはCo･ordinatinをCommittee

の発足前現在すでに交渉がスタｰトしている有様であ

る.われわれが受けた印象は率直にいって今日

脚A醐地域の禺冷かわ鳶潤の技術臨カをのぞんでいる

度合は大へん恋ものである麦いうことである､

｡もしわ沸圏がこのよう匁問題ぬ積極的で溶ければ

彼等は別の方面はその助力を求めるで勅るうこをは明ら

かである申すでに正式の無害ならびに依頼書が国連

醐A砥から各国政府に届いているようである｡

近く曇)が園で聞かれる肩滴シンポジウム(亙五月10属か

ら東京で開催)の抜慰は何らかの形でこの線秘書らに公

式の立場から一歩すすめられるよう期待している､

(難都ま物理蝶資部藁)�


